
14広報なかの２０１６．１２

　
毎
年
１
月
末
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
償
却
資
産
に
お
い
て
、
事
業
用
も
し
く

は
10
㌗
以
上
（
売
電
目
的
の
も
の
）
の
太

陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
、
固
定
資
産

税
（
償
却
資
産
）
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
告
漏
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
詳
し
く
は
、
税
務
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
資
産
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
２
６
）

太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い
て
も
固
定
資
産
税
に

係
る
償
却
資
産
の
申
告
が
必
要
で
す

　祭半天などの整備により、区民の地域行事へ
の参加を促し、世代間交流も深まり、コミュニ
ティ活動の一層の推進が図られます。

問い合わせ先
政策情報課政策推進係
☎（２２）２１１１（内線２１６）

宝くじの助成金により
備品を整備しました

　宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの
受託事業収入を財源として実施している「コ
ミュニティ助成事業」を活用し、栗和田区では
祭半天などを整備しました。

　
市
民
霊
園
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
す
る
聖
地

・
所
在
地
　
片
塩
１
０
０
０
番
地

・
聖
地
数
　
２
聖
地

・
聖
地
位
置
　
Ｃ
区
域
２
１
４
番
、
Ｆ
区

域
４
０
２
番

〇
使
用
料
な
ど

・
使
用
料
　
50
万
円

・
管
理
料
　
年
額
３
千
円

〇
募
集
期
限
　
１
月
20
日
㈮

〇
使
用
者
の
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す

る
方
、
ま
た
は
本
籍
を
有
す
る
方

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合
（
許
可

後
、
有
し
な
く
な
っ
た
場
合
を
含
む
）

は
、
市
内
に
住
所
を
有
す
る
者
を
、
使

用
者
に
代
わ
っ
て
聖
地
の
維
持
管
理
を

行
う
代
理
人
と
し
て
定
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

〇
応
募
方
法
　
環
境
課
に
設
置
し
て
あ
る

所
定
の
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

押
印
の
上
、
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〇
公
開
抽
選
　
応
募
者
多
数
の
場
合
、
公

開
抽
選
に
よ
り
候
補
者
を
決
定
し
ま

す
。

・
日
時
　
１
月
30
日
㈪
　
午
後
３
時

・
場
所
　
市
民
会
館
45
号
会
議
室

○
留
意
事
項

・
応
募
は
、
１
世
帯
に
つ
き
１
件
ま
で
と

し
ま
す
。

・
１
世
帯
２
件
以
上
の
応
募
ま
た
は
同
一

被
埋
葬
者
（
遺
骨
）
に
つ
い
て
の
重
複

応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
当
該
の
応
募
は
、
今
回
の
募
集
に
限
る

も
の
と
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

環
境
課
衛
生
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
４
５
８
）

募集

▲栗和田区で整備した祭半天

申告

　
市
で
は
、
不
妊
治
療
補
助
金
に
つ
い

て
、
本
年
度
よ
り
申
請
回
数
を
３
回
か
ら

５
回
に
、
補
助
金
の
上
限
額
を
10
万
円
か

ら
30
万
円
に
拡
充
し
ま
し
た
。

〇
対
象
者
　
申
請
日
を
基
準
と
し
て
本
市

に
１
年
以
上
居
住
し
、
不
妊
治
療
を

行
っ
て
い
る
夫
婦
で
医
療
保
険
に
加
入

し
て
い
る
方

〇
補
助
金
額　

不
妊
治
療
保
険
診
療
一
部

負
担
金
お
よ
び
保
険
適
用
外
医
療
費
の

２
分
の
１
以
内
で
、
年
間
（
年
度
）
限

度
額
30
万
円

※
補
助
の
申
請
は
各

年
度
で
１
回
（
４

月
１
日
～
翌
年
の

３
月
31
日
ま
で
）

で
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く

り
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

健
康
づ
く
り
課
母
子
保
健
係
（
中
野
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
６
８
・
３
８
８
）

不
妊
治
療
補
助
金
を
拡
充
し
ま
し
た

補助

中
野
市
民
霊
園
の
使
用
者
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市
で
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対
象
者
は
毎
年
異
な
る
た
め
、
接
種
の
機

会
を
逃
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇
対
象
者
　
次
に
該
当
す
る
市
民
の
方

①
平
成
28
年
度
（
平
成
28
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
）に
、

65
歳
、70
歳
、75
歳
以
上
と
な
る
方
（
た

だ
し
、
65
歳
、
70
歳
の
方
は
、
過
去
に

こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
場

合
、
対
象
者
と
は
な
り
ま
せ
ん
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
心
臓
、

腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
、
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

が
い
を
有
す
る
方

※
た
だ
し
、
①
・
②
と
も
に
過
去
５
年
以

内
に
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た

こ
と
が
あ
る
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

〇
接
種
の
流
れ
　
左
表
の
医
療
機
関
へ
予

約
の
上
、
年
齢
が
確
認
で
き
る
も
の

（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し

中
野
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お
越
し
く
だ
さ

い
。
予
診
票
兼
助
成
券
な
ど
を
交
付
し

ま
す
。

〇
助
成
額
　
３
０
０
０
円
（
医
療
機
関
で

支
払
い
時
に
差
し
引
か
れ
、
差
額
は
自

己
負
担
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ
・
申
請
先

健
康
づ
く
り
課
保
健
医
療
推
進
係
（
中
野

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
４
２
・
３
６
８
）

医療機関名 住所 電話番号
アライクリニック 岩船４４４－１ （2４）060１
飯田医院 中野１6５0－3 （22）26５3
市川内科医院 三好町一丁目2－１0 （22）3366
今井こども医院 岩船１6１－１3 （2４）７７５５
小田切医院 中央三丁目４－１6 （22）30５４
くまき整形外科・
リウマチ科クリニック 一本木2８2－１ （23）１30１

高野医院 中央二丁目6－22 （22）6８１0
佐藤病院 上今井60１ （3８）33１１
須藤医院 中野１８6８－７ （22）3７４6
関整形外科 西条９７2－１ （22）6１７0
徳竹医院 中央一丁目 ７－3 （22）3202
西原医院 西二丁目3－１6 （22）300７
長谷川クリニック 吉田７７0－１ （26）７７00
広田医院 中央一丁目2－１0 （22）666１
北信総合病院 西一丁目５－63 （22）2１５１
丸谷医院 片塩４6５－１ （26）00７７
南谷整形外科 小田中４62－１ （22）７７22
油井内科医院 金井８９3－2 （26）１2４１

～
接
種
機
会
を
逃
さ
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
～

高
齢
者
肺
炎
球
菌 

予
防
接
種
費
用
助
成

※このほか、市外医療機関の一部でも接種できる
場合があります。詳しくはお問い合わせください。

（五十音順）
◆高齢者肺炎球菌の予防接種ができる医療機関

6５歳 昭和26年４月２日生から
昭和2７年４月１日生まで

７0歳 昭和2１年４月２日生から
昭和22年４月１日生まで

７５歳以上 昭和１７年４月１日以前生

◆平成28年度に各年齢になる方

健康

会　場　中野保健センター
定　員　30人（定員になり次第締め切り）
受講料　350円（調理実習の材料費として）
申込期限　12月26日㈪

日時 演題・講師【「●」は講話、「○」は実習・実技が中心の内容】

第１回
１月6日㈮　
午後１時30分～
４時

●開講式
○こころの健康づくり編「楽しい音楽で脳をいきいき！心と体をリフレッシュ！」
　講師：ＮＰＯ法人　長野音楽療法研究会　理事長　室

む ろ か わ

川裕
ゆ う こ

子さん
●地域の健康課題を知る　講師：健康づくり課　保健師
○グループワーク

第２回
１月20日㈮
午後１時30分～
４時

○運動編「自宅でできるロコモ予防体操～目指せ健康長寿～」
　講師：フィットネスクラブ　エフバイエー中野　健康運動指導士
●歯科編「健康長寿のカギは口の健康」　講師：健康づくり課　歯科衛生士

第３回
２月３日㈮
午前１0時～
午後１時

〇栄養編「魚と野菜料理を食卓に取り入れよう」（調理実習あり）
　講師：長野県水産物商業協同組合の皆さん、健康づくり課 管理栄養士

第４回
２月１0日㈮
午前１0時～
午後０時30分

○食育編「郷土食 “ やしょうま ” づくり」（調理実習あり）
　講師：中野市食生活改善推進協議会の皆さん

第５回
２月2４日㈮
午後２時30分～
４時

●閉講式（修了証交付）
●健康知識編「皆で考えよう、骨と健康～若い世代から御高齢世代まで～」
　講師：信州大学医学部　整形外科　医師　中

な か む ら

村幸
ゆ き お

男さん

　健康づくりの３本柱である「栄養・運動・休養」について、楽しく学ぶことができる「はつらつ健康教
室」を開催します。教室修了者はご希望により食育ボランティアの食生活改善推進協議会へ入会できます。
　募集対象は、全５回を通して参加できる市民の方で、４回以上出席された方には修了証を交付します。
　※申し込みは、新規受講者優先となります。

はつらつ健康教室健康

問い合わせ・申し込み先　健康づくり課健康管理係（中野保健センター内）　☎（２２）２１１１（内線２４２）


